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「
行
政
事
務
改
善
」
に
つ
い
て

・
平
成　

年
５
月　

日

１７

２７

・
平
成　

年
８
月　

日

１７

２４

・
平
成　

年　

月　

日

１７

１１

２８

・
平
成　

年
５
月　

日

１８

２４

・
平
成　

年
８
月　

日

１８

２５

・
平
成　

年　

月　

日

１８

１１

２８

・
平
成　

年
１
月　

日

１９

１９

・
平
成　

年
５
月　

日

１９

２２

　

本
委
員
会
は
、
行
政
事
務
改

善
に
つ
い
て
「
松
前
町
行
政
改

革
大
綱
「
松
前
町
行
政
改
革
実

施
状
況
」「
松
前
町
定
員
適
正
化

計
画
」「
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
に

つ
い
て
」「
松
前
町
新
行
政
改
革

大
綱
（
案
）」「
松
前
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」「
グ
ル
ー
プ
制
検
討
委

員
会
報
告
書
」
等
の
資
料
に
基

づ
き
事
情
聴
取
を
行
っ
た
。

　

松
前
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
長
引
く

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
低

迷
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
は
も

と
よ
り
、
自
主
財
源
の
乏
し
い

行
政
の
運
営
に
も
反
映
さ
れ
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
。

　

そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

か
の
よ
う
に
歳
入
の
根
幹
を
な

す
地
方
交
付
税
が
国
の
三
位
一

体
改
革
で
大
幅
に
削
減
さ
れ
、

他
方
、
地
方
分
権
に
よ
る
権
限

委
譲
に
よ
っ
て
行
政
の
事
務
量

が
増
大
し
て
い
る
状
況
下
に
あ

っ
て
は
、
今
後
一
層
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る

よ
う
行
政
事
務
の
改
善
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
１１

に
策
定
さ
れ
た
「
松
前
町
行
政

改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
行
わ
れ

て
き
た
「
事
務
・
事
業
の
見
直

し
」
は
、
新
行
政
改
革
大
綱
に

も
盛
り
込
ま
れ
た
よ
う
に
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

経
常
経
費
の
削
減
の
み
な
ら
ず

新
し
い
時
代
に
向
け
た
視
点
を

も
っ
て
見
直
し
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

定
員
管
理
適
正
化
計
画
は
、

学
校
公
務
補
制
度
の
廃
止
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
等
に
よ
る

技
能
労
務
職
員
の
減
少
や
勧
奨

退
職
制
度
の
導
入
に
伴
う
退
職

者
の
増
加
、
定
年
退
職
者
の
不

補
充
等
に
よ
り
職
員
の
縮
減
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
世
代
間

の
空
洞
化
を
ふ
せ
ぐ
た
め
柔
軟

な
雇
用
の
在
り
方
の
検
討
を
含

め
、
な
だ
ら
か
な
職
員
構
成
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

平
成　

年　

月
に
は
、
多
様
化

１７

１１

す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
効
率
的
・

機
動
的
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

組
織
機
構
を
改
変
し
、
グ
ル
ー

プ
制
を
導
入
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
制
は
、
ま
だ 
緒 
に
ち
ょ

就
い
た
ば
か
り
と
い
え
る
が
、

未
だ
に
組
織
改
革
の
理
念
・
目

的
と
職
員
の
意
識
と
の
間
に
隔

た
り
が
感
じ
ら
れ
、
組
織
と
し

て
「
共
に
町
民
の
た
め
」
と
い

っ
た
価
値
観
を
共
有
す
る
た
め
、

個
々
の
職
員
の
意
識
改
革
が
必

要
で
あ
り
組
織
内
で
の
調
整
機

能
の
充
実
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
制
へ
の
町
民
の
期

待
は
大
き
い
も
の
の
、
組
織
機

構
へ
の
戸
惑
い
も
多
い
た
め
町

民
へ
の
周
知
に
は
継
続
し
て
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

行
政
が
ス
リ
ム
化
し
て
い
く

な
か
で
、
国
の
制
度
改
正
は
激

変
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

行
政
の
み
で
な
く
町
民
と
の
共

生
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

専
門
的
知
識
を
持
つ
職
員
の
配

置
や
限
ら
れ
た
人
的
資
源
の
質

的
向
上
を
図
る
職
員
研
修
の
充

実
、
電
子
自
治
体
化
へ
の
取
り

組
み
な
ど
事
務
処
理
の
一
層
の

効
率
化
を
推
進
し
、
迅
速
か
つ

着
実
な
行
政
対
応
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
民

間
活
力
と
の
連
携
や
広
域
行
政

の
在
り
方
な
ど
積
極
的
に
検
討

し
、
行
政
運
営
の
効
率
化
に
努

め
ら
れ
た
い
。
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「
社
会
福
祉
」
に
つ
い
て

・
平
成　

年　

月　

日

１８

１１

１４

・
平
成　

年
１
月　

日

１９

１５

・
平
成　

年
５
月　

日

１９

１７

　

本
委
員
会
は
、
社
会
福
祉
に

つ
い
て
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
の
背
景
等
」、「
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

所
『
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ゆ
ず
り

は
』
の
概
要
」、「
松
前
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と

課
題
」
等
の
資
料
に
基
づ
き
事

情
聴
取
及
び
現
地
調
査
を
行
っ

た
。

 

　

松
前
町
の　

歳
以
上
の
高
齢

６５

化
率
は
、　

・
９
％
（
平
成　

３１

１８

年　

月
１
日
現
在
）
と
、
渡
島

１０
支
庁
管
内
で
３
番
目
、
全
道
で

は　

番
目
に
高
い
比
率
と
な
っ

４１
て
い
る
。

　

全
国
的
に
も
団
塊
の
世
代
が

高
齢
者
層
へ
進
み
急
速
な
高
齢

化
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
の
増
加

と
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
の
給
付
費
総
額
は

平
成　

年
ス
タ
ー
ト
時
の　

兆

１２

３.６

円
か
ら
平
成　

年
度
で
は　

兆

１７

６.８

円
と
倍
増
し
て
い
る
状
況
で
、

国
は
平
成　

年
に
介
護
保
険
制

１７

度
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
見
直

し
を
行
っ
た
。

　

そ
の
一
翼
と
し
て
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
、
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
予
防
対
策
を
は

じ
め
、
状
態
に
応
じ
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
等
、

在
宅
生
活
を
支
援
す
る
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
国
は
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
体
制
を
支
え
る

地
域
の
中
間
機
関
と
し
て
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の

義
務
化
を
行
っ
た
。

　

当
町
で
は
、
平
成　

年
４
月

１８

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

町
直
営
で
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
の
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
が
廃
止
と
な
り
、
そ
の

役
割
が
移
行
さ
れ
、
よ
り
一
層

強
化
し
た
位
置
づ
け
と
な
っ
て

い
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
お
け

る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
と
し
て
、
総
合
相
談
支
援
、

虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止
な
ど

の
権
利
擁
護
、
包
括
的
・
継
続

的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
、

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
上
げ
ら
れ
る
。

　

設
置
後
（
平
成　

年
４
月
〜

１８

　

月
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン

１２タ
ー
が
対
応
し
た
相
談
件
数
は

　

件
で
、
１
件
で
複
数
に
渉
る

５５ケ
ー
ス
が
多
く
、
単
身
高
齢
者

に
係
る
相
談
が　

件
、
在
宅
生

２１

活
に
係
る
相
談
が　

件
、
施
設

４７

入
所
に
係
る
相
談
が
７
件
で
う

ち
３
件
が
認
知
症
と
見
ら
れ
る

行
動
を
有
し
、
虐
待
に
係
る
相

談
が
１
件
、
認
知
症
に
か
か
る

相
談
が　

件
、
通
院
・
買
い
物

１７

な
ど
の
移
動
手
段
に
係
る
苦

情
・
要
望
が
２
件
と
な
っ
て
い

た
。

　

松
前
町
の
高
齢
者
を
支
え
て

い
く
上
で
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
民
生
委
員
の
協
力
で
行
わ

れ
て
い
る
単
身
世
帯
へ
の
見
守

り
は
、
新
た
な
体
制
の
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
病
院
か
ら
在
宅

生
活
へ
戻
る
上
で
の
不
安
の
解

消
を
図
る
た
め
の
病
院
と
の
連

携
強
化
や
当
町
で
初
め
て
と
な

る
民
間
経
営
に
よ
る
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
施
設
が
２

ヶ
所
開
設
さ
れ
た
が
、
認
知
症

に
対
す
る
町
民
の
正
し
い
理
解

へ
の
啓
発
が
必
要
で
あ
り
、
要

支
援
１
・
要
支
援
２
の
高
齢
者

に
対
す
る
通
院
、
買
い
物
等
へ

の
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、
当

町
の
特
性
か
ら
必
要
と
思
わ
れ

る
福
祉
制
度
及
び
高
齢
者
が
い

つ
ま
で
も
自
立
し
た
生
活
が
続

け
ら
れ
る
た
め
の
介
護
予
防
事

業
の
展
開
な
ど
取
り
組
む
課
題

も
多
い
。

　

ま
た
、
要
支
援
・
要
介
護
に

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
特
定
高
齢

者
の
把
握
は
、
さ
わ
や
か
検
診

等
に
よ
る
調
査
で
実
施
し
て
い

る
が
、
未
受
診
の
高
齢
者
に
対

し
て
も
、
町
内
会
、
健
康
づ
く

り
推
進
委
員
、
医
療
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
、
よ
り
広
く
特

定
高
齢
者
の
把
握
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
保

健
師
の
職
務
と
の
兼
務
か
ら
業

務
量
が
増
大
し
、
現
在
（
平
成

　

年
１
月
）　

件
の
ケ
ア
プ
ラ

１９

８２

ン
を
作
成
し
て
い
る
が
、　

件
３６

は
職
員
が
作
成
し
、　

件
を
町

４６

内
の
居
宅
支
援

事
業
所
に
委
託

し
て
い
る
状
況

で
あ
っ
た
。

　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、

社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
３
職
種

を
原
則
配
置
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
当

町
で
は
、
財
政
上
社
会
福
祉
士

の
配
置
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
面
介
護
保
険
業
務
に
携

わ
る
事
務
職
員
が
対
応
し
そ
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
岐
に
わ

た
る
社
会
福
祉
制
度
は
さ
ら
に

め
ま
ぐ
る
し
い
改
革
が
な
さ
れ

て
い
る
現
状
で
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、「
地
域
包
括

ケ
ア
」
の
中
核
機
関
と
し
て
高

齢
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

社
会
福
祉
士
を
確
保
す
る
な
ど

安
定
し
た
体
制
を
整
え
、
機
能

強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
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